
学年ごとの襟章が決定したのは大正
元年。梅の花びらの数が学年が進む
につれ、増えていくもの（下の図で
左から 1年、2 年・・・）。襟章は学
校から貸与されていた。

　

堺
中
時
代
の
制
服
と
い
え
ば
い
わ
ゆ
る
黒
い
学
生
服
で
、

別
に
変
化
も
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
と
思
い
が
ち
だ
が
、
実
際

は
そ
う
で
も
な
か
っ
た
。

　
「
堺
中
学
校
」
の
名
称
に
な
る
前
、「
第
二
中
学
校
」

（
1
8
9
5
〜
1
9
0
1
年
）
時
代
の
「
細
則
」（
大
阪
府
第

二
中
学
校
規
則
を
補
足
す
る
も
の
）
に
は

一　

上
衣　

達
磨
型
前
釦
掛
ケ
内
カ
ク
シ
ト
ス

二　

袴　

普
通
の
ヅ
ボ
ン
ト
ス

　
　

但
上
着
、
袴
ト
モ
夏
ハ
白
色
冬
ハ
紺
色
地
質
ハ
小
倉
織
ト
ス
＊

と
な
っ
て
い
る
。

　

大
正
７
年
４
月
に
は
新
服
装
規
定
が
実
施
さ
れ
た
が
、
こ
こ
で
も

「
但
上
着
、
袴
ト
モ
夏
ハ
白
色
冬
ハ
紺
色
地
質
ハ
小
倉
織
ト
ス
」＊
と

な
っ
て
い
て
変
化
は
な
い
。

　

つ
ま
り
、
明
治
〜
大
正
初
期
、
母
校
の
学
生
服
は
紺
色
、
夏
は
上

下
と
も
白
だ
っ
た
。

　

と
こ
ろ
が
大
正
14
年
の
服
装
改
訂
で
は
夏
服
は
白
色
か
ら
霜
降
＊

（
グ
レ
ー
）
に
。

　

昭
和
５
年
堺
中
学
校
「
父
兄
保
証
人
心
得
」（
上
村
資
料
）
の
中
の

生
徒
服
装
規
定
摘
要
に
よ
る
と

　
「
制
服　

冬
ハ
表
黒
色
小
倉
織
裏
ハ
白
色
ネ
ル
片
綾
夏
ハ
霜
降
綾
小

倉
」＊

　

と
な
っ
て
お
り
、冬
の
制
服
は
紺
色
か
ら
黒
に
変
わ
っ
て
い
る
（
何

年
に
変
わ
っ
た
の
か
は
不
明
）。

　

そ
の
後
、
昭
和
７
年
の
「
府
下
男
子
中
等
学
校
生
徒
、
服
装
統
一

に
基
づ
く
制
服
改
正
」
で
「
上
衣
は
折
襟
、
夏
服
は
鶯
色
霜
降
、
カ
ー

キ
色
巻
脚
絆
」＊
に
。
こ
の
前
後
の
卒
業
ア
ル
バ
ム
を
見
る
と
同
期
で

襟
の
形
が
違
っ
て
い
た
り
し
て
お
り
、
必
ず
し
も
統
一
さ
れ
て
い
な

い
が
、
昭
和
10
年
代
で
は
全
員
が
折
襟
の
よ
う
で
あ
る
。（
＊
資
料
は

い
ず
れ
も
「
三
丘
百
年
」
か
ら
引
用
）

　

さ
ら
に
戦
時
体
制
が
強
ま
り
、
昭
和
13
年
に
は
制
服
・
靴
の
新
調

禁
止
、
そ
し
て
昭
和
15
年
に
「
国
民
服
令
」
が
制
定
さ
れ
、
昭
和
17

年
以
降
は
こ
れ
が
全
国
の
生
徒
・
学
生
の
共
通
通
学
服
と
し
て
も
指

定
さ
れ
る
に
至
っ
た
。
た
だ
し
、
新
調
す
る
際
は
国
民
服
に
と
い
う

こ
と
で
あ
り
、
一
斉
に
国
民
服
に
な
っ
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。

　

旧
制
中
学
時
代
の
50
余
年
の
歴
史
は
国
家
主
義
的
傾
向
が
次
第
に

強
ま
っ
て
い
く
過
程
で
も
あ
っ
た
。
制
服
の
度
重
な
る
変
更
も
そ
れ

に
よ
る
と
こ
ろ
が
多
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

　
ひ
だ
が
少
な
い
の
は
生
地
の
節
約
の
た
め
だ
っ
た
?!

　

1
9
4
8
年
（
昭
和
23
年
）、
府
立
堺
高
等
女
学
校
、
堺
市
立
高
等

女
学
校
と
堺
中
学
校
の
間
で
「
三
校
交
流
」
が
行
わ
れ
、
母
校
は
男

女
共
学
の
新
制
高
校
「
三
国
丘
高
校
」
と
な
り
、
そ
れ
ま
で
な
か
っ

た
女
子
制
服
が
新
た
に
制
定
さ
れ
た
。
堀
本
ア
イ
、
津
村
千
津
子
、

村
井
シ
ゲ
コ
の
３
人
の
家
庭
科
教
諭
が
デ
ザ
イ
ン
を
考
案
し
た
が
、

ス
カ
ー
ト
は
大
阪
府
が
配
給
し
た
基
本
服
を
そ
の
ま
ま
使
っ
た
。
ス

カ
ー
ト
の
後
ろ
に
ひ
だ
が
な
い
の
は
物
資
欠
乏
の
時
代
に
合
わ
せ
た

も
の
だ
と
い
う
。

　

新
し
い
制
服
を
決
め
た
も
の
の
強
制
は
さ
れ
な
か
っ
た
の
で
、
初

期
は
堺
高
等
女
学
校
や
堺
市
立
高
等
女
学
校
の
制
服
を
そ
の
ま
ま
着

用
し
て
い
る
生
徒
が
多
く
、新
制
服
で
統
一
さ
れ
る
に
は
数
年
か
か
っ

た
。

　

男
子
制
服
は
形
は
旧
制
中
学
校
の
も
の
と
同
じ（
襟
は
詰
襟
）だ
が
、

ボ
タ
ン
に
は
新
し
い
校
章
、
帽
子
は
「
三
国
丘
」
に
ち
な
ん
で
３
本

線
と
な
っ
た
。

　

女
子
の
制
服
は
こ
の
後
、
63
年
間
変
化
せ
ず
、
男
女
と
も
「
安
定

の
時
代
」
と
な
る
。
お
か
げ
で
三
国
丘
と
い
え
ば
「
後
ろ
に
ひ
だ
の

な
い
ス
カ
ー
ト
」
が
ト
レ
ー
ド
マ
ー
ク
に
な
り
、
時
に
「
お
ば
さ
ん

く
さ
い
」と
言
わ
れ
る
こ
と
も
。た
だ
し
、同
じ
制
服
で
も
時
代
に
よ
っ

て
着
こ
な
し
は
変
わ
っ
た
（
次
ペ
ー
ジ
参
照
）。

国
民
服
に
は
甲
号
・
乙
号
が
あ
り
、
旧
制
中
学
校
の
生
徒
が
着
用

し
た
の
は
乙
号
。
上
衣
、
ズ
ボ
ン
、
帽
子
、
ゲ
ー
ト
ル
共
に
茶
褐
色
。

上
衣
の
襟
は
低
襟
、
袖
に
は
肘
当
て
が
つ
き
、
ズ
ボ
ン
の
膝
の
部

分
は
裏
か
ら
膝
あ
て
が
つ
け
ら
れ
て
い
た
。
ゲ
ー
ト
ル
は
細
長
い

布
を
巻
く
「
巻
脚
絆
」。

ゲートル（脚絆）は旧制中学生にとって
重要なアイテム。野外演習や登山の時は
制服のズボンの上につけた。ボタンで止
めるタイプと巻くタイプがあった。
明治の頃は服装検査が厳しく、「ゲート
ルのボタンが１つ外れていても大層叱ら
れた」そうだ。
上の写真は昭和８年金剛登山の際の堺中
生たち。夏服で、足にはゲートルを装着。

　

2
0
1
1
年
（
平
成
23
年
）、
女
子
の
制
服
が
一
新
さ
れ
た
。

　

新
し
い
制
服
の
ス
カ
ー
ト
は
18
本
の
ひ
だ
（
車
ひ
だ
）
の
入
っ
た
プ
リ
ー
ツ
ス
カ
ー

ト
。
ブ
ラ
ウ
ス
の
裾
は
絞
ら
ず
、
や
や
長
く
な
っ
た
。
オ
ー
バ
ー
ブ
ラ
ウ
ス
に
し
て

着
る
こ
と
も
で
き
る
が
、
ス
カ
ー
ト
に
入
れ
て
着
る
生
徒
が
多
い
。
従
来
の
ボ
ウ
タ

イ
に
加
え
て
リ
ボ
ン
も
選
べ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ブ
レ
ザ
ー
の
丈
は
少
し
長
く
な
り
、

裾
は
丸
く
カ
ッ
ト
。
ポ
ケ
ッ
ト
は
フ
ラ
ッ
プ
付
き
。

　

男
子
の
学
生
服
に
つ
い
て
は
全
国
共
通
の
「
標
準
服
」
で
特
に
指
定
も
な
く
、
中

学
校
で
着
て
い
た
制
服
を
ボ
タ
ン
だ
け
付
け
替
え
て
着
る
こ
と
も
で
き
る
。

女
子
制
服
ス
ラ
ッ
ク
ス

オ
プ
シ
ョ
ン
追
加
記
念

　

世
は
多
様
性
の
時
代
。
い
よ
い
よ
令
和
４
年
（
2
0
2
2
年
）
度
入
学

生
か
ら
女
子
制
服
に
「
ス
ラ
ッ
ク
ス
」
が
オ
プ
シ
ョ
ン
と
し
て
加
わ
っ
た
。

昨
年
秋
か
ら
在
校
生
も
希
望
す
れ
ば
購
入
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た

が
、
正
式
に
は
今
年
度
か
ら
の
導
入
。

生地は「小倉」が用いられた。
「小倉織」は重いが丈夫な綿
織物で、かつては袴（はかま）
や帯に使われ、明治以降は学
生服によく使われた。

２種類の襟の形が確認できる昭和 6 年の卒業アルバム。翌
昭和７年の服装改正で、右側のような折襟に定められる。

ブラウスは前身頃左右に３本
ずつピンタックがあり、襟は
台襟のないフラットカラー。
丈は短めでオーバーブラウス
として着用。黒のボウタイを
結ぶ。

ブレザーのポケットは貼り
付け式。前身頃の裾は丸み
をつけていない。

昭
和
28
年
の
卒
業
ア
ル
バ
ム
か
ら
。

制
服
は
で
き
た
が
、
ま
だ
統
一
さ
れ
て
い
な
い
。

帽子には一本線。その
中央にはもちろん堺中
の校章。上着のボタン
にも。

ボックスプリーツは前に
２本だけ。後ろにはない。

制帽？　
ヘアスタイルが
乱れるんで、
ちょっと…

正
式
に
は
ボ
ウ
タ
イ
。

で
も
リ
ボ
ン
の
ほ
う
が
人
気
。

ブ
ラ
ウ
ス
に
は
昭
和
の
制
服
と

同
じ
く
左
右
に
３
本
ず
つ
ピ
ン

タ
ッ
ク（
位
置
は
若
干
異
な
る
）。

夏服。ブラウスは「スカー
トにイン」が多数派。 戦

時
体
制
強
化
、
国
民
服
に

は
じ
め
は
紺
色
だ
っ
た

制
帽
を
か
ぶ
る
の
は

当
然
だ
！

現在の校章。
昭和23年にできた。

赤・黄・青の学年章が
できたのは昭和 33年。
当初は「国」を略して
「口」にしていたが昭
和60年に「国」に。

ス
カ
ー
ト
に
は

18
本
の
ひ
だ

制
帽
は
い
つ
消
滅
し
た
か

　

60
年
代
か
ら
制
帽
を
か
ぶ
る
生
徒
は
激
減
し
て
い
た

が
92
年
ま
で
は
生
徒
手
帳
に
記
載
さ
れ
た
制
服
の
略
図

に
制
服
と
制
帽
の
図
が
あ
っ
た
。
こ
れ
が
93
年
か
ら
は

な
く
な
っ
て
い
る
。
合
格
者
説
明
会
で
配
付
さ
れ
る
小

冊
子
で
も
93
年
に
は
制
帽
に
関
す
る
記
載
が
な
く
な
っ

て
い
る
。
た
だ
し
、「
三
丘
百
十
年
」
に
よ
る
と
２
０
０

４
年
頃
に
は
ま
だ
購
買
部
で
販
売
さ
れ
て
い
た
そ
う
で

あ
る
。

男子の制服はあまり変わって
ないから、と省略されちゃっ
たけど、微妙に進化してるよ！
今は取り外しができるカラー
は使わず、白線を埋め込んだ
ラウンドカラーが主流だしね。

校章と学年章

詰襟。襟には
取り外し式の
「カラー」。

大正 7 年の新服装規定では靴
は「短靴（黒色ニシテ紐付）
又ハ兵隊靴」となっている。



1998 年

1994 年

1980 年

1973 年

1963 年

1953 年

1997 年

　

前
の
２
ペ
ー
ジ
は
制
服
の
正
史
と
い
う
べ
き

も
の
。
だ
が
、
制
服
に
は
も
う
１
つ
の
歴
史
が

あ
る
。
制
限
の
中
で
も
流
行
を
取
り
入
れ
た
い
。

カ
ッ
コ
よ
く
あ
り
た
い
。
お
し
ゃ
れ
し
た
い
！

み
ん
な
そ
う
思
っ
た
あ
の
頃
。
歴
代
の
卒
業
ア

ル
バ
ム
を
繰
っ
て
み
よ
う
。

　
　
　
　
　
（
画
像
を
一
部
加
工
し
て
い
ま
す
）

新制高校発足からまだ 5 年。男子はほ
ぼ全員が制帽をかぶっていた。マフラー
や手袋がおしゃれだ。

60 年代、女子生徒の足元は白
の三つ折りソックスが定番。
男子は革靴（または合成皮革）
が多かった。

ソックスをはかず、ストッキン
グのみ、ローヒールのパンプス
で通学する女子も珍しくなかっ
た70年代。スカートの丈は短め。
冬はブレザーの下にタートル
ネックのセーターを着る（ボウ
タイ省略！）のも流行した。

80 年代、スカート丈は長めにな
り、ひざ下～ふくらはぎあたり
に。ソックス、スニーカーのバ
リエーションが華やか。

再びスカートが短くなった90年代、
男子にも変化が顕著。ズボンの裾は
キュッと細くなっている。上着の丈
を短くしている生徒も。

カッターシャツをズボン
の上に出して着ている男
子が、この頃のアルバム
には登場。足元は上履き
（平成校舎からは二足制）

制服のブラウスをスカート
に入れて着ている女子が。
まだ昭和からの、オーバー
ブラウスだった時代。もし
や未来を先取り？

自由な校風が特徴の母校。同じ制服でも時代によって
こんなに違う。ただ、先生方にお聞きしたところ、外
部の人や同窓生が見ても恥ずかしくないように、きち
んとするように指導している、とのことだ。
今年はスラックス姿の女子生徒もすでに見かけるよう
になった母校。次はどんな着こなしを見せてくれるの
だろう？

左の写真は 2019 年のアルバムから。

卒
業
ア
ル
バ
ム
に
見
る 

制
服
の
着
こ
な
し
い
ろ
い
ろ

特集・制服
PART2
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